
平成29年（2017年）4月
デ・レイケ公園チューリップまつり

平成30年（2018年）5月
地域交流センター「ミライズ」オープン

平成30年（2018年）6月
道の駅「みまの里」オープン

4月8日、大谷川沿いにあるデ・レイケ公園で

チューリップまつりが開催されました。青空の

もと鮮やかな14種類1万5千本のチューリップ

が来場者2,000人を魅了しました。

5月12日、美馬市地域交流センター「ミライズ」の落成式が

行われました。式典では、テープカットや記念演奏、書道

パフォーマンスが行われました。また、翌日には市民ホール

でクラシックコンサートが行われました。美しい音色と歌声が

響き渡り、来場者の方々は心穏やかな時間を過ごしました。

6月2日、徳島県内では16か所めの「道の駅」

として道の駅「みまの里」がオープンしました。

オープニングセレモニーでは、テープカットの

ほか、もち投げや演奏会、阿波踊りが行われ、

大勢の来場者で賑わいました。

先月号に引き続き、市制20周年記念として
広報みまに掲載された過去の行事を写真で
振り返ります。

当日は、各地で藍に関するさまざまなイベントが行われ、たくさんの
来場者でにぎわいました。

2月16日、市制20周年記念事業の一環として、地域交流センター

ミライズやうだつの町並み、青木家住宅などで「MIMA Indigo Day」

イベントを開催しました。

ミライズ美馬市民ホールでは、写真家の大杉隼平さん、鳴門市で手仕事

での味噌造りを続けている井上雅史さん、海陽町で藍師・染師として

活躍する庄司拓也さんによるトークセッションが行われ、211名の方が

来場しました。大杉さんが撮影した写真とともに行われ、徳島や阿波藍、

県内で活躍する職人の魅力を再発見する機会となりました。

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦

①②土肥奏絵さん（四国大学４年生）が卒業制作で作成した藍染モザイク
アートが、市制20周年を記念し市に贈呈 ③ミライズでは大杉隼平さんの
写真展や藍マルシェ、絵本原画展、藍の料理教室等を開催 ④トーク
セッション中の大杉隼平さん ⑤（左から）庄司拓也さん、井上雅史さん   
⑥うだつの町並みでは、複数の店舗から利用者に様々な特典が提供
されたほか、クイズラリーやスタンプラリーを実施 ⑦青木家住宅では、
沈殿藍を使用した藍色うちわ作りのワークショップを開催

平成28年（2016年）4月
美馬認定こども園が開園

美馬町字中東原に市内で２園目

となる「美馬認定こども園」が

完成し、3月30日に関係者約 

70人が出席し落成式が行われ

ました。
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物
価
高
騰
の
影
響
が
長
引
い
て
お
り

ま
す
。
本
市
で
は
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

M
I

M
A
C
A
を
活
用
し
、
最
大
20
%

の
プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ャ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
を

は
じ
め
、
ひ
と
り
親
世
帯
や
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
通
じ
、

市
民
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、学
校
給
食
の
食
材
費
・
燃
料
費

補
填
と
い
っ
た
事
業
を
実
施
し
、
令
和

6
年
度
3
月
補
正
予
算
と
令
和
7
年
度

予
算
を
一
体
的
に
執
行
す
る
こ
と
で
、

切
れ
目
の
な
い
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

吉
野
川
環
境
整
備
組
合
が
進
め
る
汚

泥
再
生
処
理
施
設
の
整
備
事
業
は
、
建

築
躯
体
工
事
が
完
了
し
、
プ
ラ
ン
ト
機

械
の
設
置
工
事
が
進
行
中
で
、
順
調
に

進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
組
合
で
は
、
本
年
10
月
の

新
施
設
供
用
開
始
後
に
既
存
施
設
の
清

掃
・
消
毒
を
行
い
、
令
和
8
年
度
に
は

土
地
等
の
所
有
権
を
組
合
か
ら
美
馬
市

へ
移
転
す
る
予
定
で
す
。
既
存
施
設
の

解
体
・
撤
去
や
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

は
、つ
る
ぎ
町
と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。 汚

泥
再
生
処
理
施
設
整
備
事
業

　

令
和
7
年
度
に
は
、
公
園
を
東
西
に

横
切
る
市
道
の
改
良
、舗
装
部
分
を
除
く

大
部
分
の
工
事
を
完
了
で
き
る
だ
け
の

補
助
金
を
確
保
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
工
事
の
早
期
発
注
を

行
う
た
め
、
令
和
6
年
度
3
月
補
正

予
算
案
に
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

郡
里
廃
寺
跡
の
史
跡
公
園
整
備
事
業

大
型
事
業
の
進
捗

物
価
高
騰
対
策

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

企
業
誘
致
の
推
進

　

昨
年
も
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が

連
日
発
表
さ
れ
る
な
ど
、近
年
、夏
場
の

猛
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
放
課
後

も
使
用
す
る
機
会
が
多
い
中
学
校
の

屋
内
運
動
場
に
空
調
設
備
を
導
入
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
設
計
費
を

令
和
7
年
度
予
算
案
に
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

　

屋
内
運
動
場
は
、
大
規
模
災
害
時

に
は
避
難
所
と
な
る
た
め
、
中
学
校
に

お
け
る
教
育
環
境
の
改
善
に
加
え
、

避
難
生
活
の
質
の
向
上
に
も
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

県
は
昨
年
7
月
、
新
た
な
産
業
の
柱

と
し
て
蓄
電
池
関
連
産
業
を
確
立
す
る

た
め
の
産
業
戦
略「
徳
島
バ
ッ
テ
リ
ー

バ
レ
イ
構
想
」を
策
定
し
、
産
業
用
地
の

適
地
選
定
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
も
県
と
連
携
し
、
蓄
電
池
関
連

産
業
の
誘
致
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要

な
調
査
費
を
令
和
7
年
度
予
算
案
に

計
上
し
て
お
り
ま
す
。
企
業
誘
致
を

通
じ
、
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
と

と
も
に
、
地
域
経
済
の
好
循
環
を
創
出

し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
7
年
度
の
市
政
推
進
方
針

子
育
て
支
援
の
充
実

　

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
の
保
育
料

に
つ
い
て
は
、
3
歳
児
以
上
の
子
ど
も
を

無
償
と
し
て
い
る
ほ
か
、
0
歳
児
か
ら

2
歳
児
に
つ
い
て
も
第
3
子
以
降
は

無
償
、
第
2
子
は
半
額
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
県
に
お
い
て
、
9
月
か
ら

所
得
制
限
を
設
け
た
う
え
で
2
歳
児

以
下
の
子
ど
も
の
保
育
料
を
無
償
化

す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
4
月
か
ら
所
得
制
限
を

設
け
ず
、
保
育
料
の
完
全
無
償
化
を

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
、
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的
負
担

の
さ
ら
な
る
軽
減
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

昨
年
1
月
1
日
に
は
、石
川
県
輪
島
市

と
志
賀
町
で
最
大
震
度
7
を
観
測
し
た

能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
8
月
に

は
宮
崎
県
の
日
向
灘
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.1
の
地
震
を
受
け
、

制
度
創
設
以
来
初
と
な
る「
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
・
巨
大
地
震
注
意
」が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
に
は
能
登
半
島
地
震
の

被
災
地
で
あ
る
石
川
県
奥
能
登
地
方
を

豪
雨
災
害
が
襲
う
な
ど
、
大
規
模
自
然

災
害
の
頻
発
化
・
激
甚
化
を
実
感
さ
せ

ら
れ
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
1
月
13
日

の
夜
に
日
向
灘
で
地
震
が
発
生
し
、

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
・
調
査
中
」

が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
1
月
15
日
に
は

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
今
後
30
年
以
内
の

発
生
確
率
が
、こ
れ
ま
で
の
70
〜
80
%
か
ら

80
%
程
度
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
定

例
会
に
は
、
備
蓄
資
器
材
の
購
入
費

な
ど
、
防
災
・
減
災
対
策
を
強
化
す
る

た
め
の
予
算
案
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
、引
き
続
き
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
は
3
月
1
日
、
市
制

20
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

２
月
16
日
に
開
催
し
た
M
I

M
A 

I
n
d
i
g
o 

D
a
y（
ミ
マ 

イ
ン

デ
ィ
ゴ 

デ
イ
）を
皮
切
り
に
、5
月
24
日

に
は
記
念
式
典
を
開
催
し
、
市
勢
の

発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
対
す
る

表
彰
、自
衛
隊
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
、

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
・

小
平
奈
緒
さ
ん
ら
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
の
文
化
祭
ま
で
の
間
、

小
・
中
学
生
に
よ
る「
大
阪
・
関
西
万
博
」

体
験
事
業
等
、
市
制
20
周
年
を
記
念
し

た
各
種
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
や
関
係
者
の
皆
様
と
と
も

に
、こ
の
節
目
の
年
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
制
20
周
年
を
迎
え
て

　

本
市
は
市
制
20
周
年
を
迎
え
、
次
の

10
年
、
20
年
へ
と
発
展
を
続
け
て
い
く

重
要
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
守
り
、
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

加
美 

一
成

߳
ଦ
ࣅ
ॅ
ഀ
ฝ

2025年 4月号　広報みま2025年 4月号　広報みま 442025年 4月号　広報みま2025年 4月号　広報みま2025年 4月号　広報みま 44455 2025年 4月号　広報みま 2025年 4月号　広報みま 


